
 

 
室内機からのにおい発生で、原因物質が特定できない場合の状況分析から飛散の

メカニズムを特定し解決 

１． 既存設備の概要

とお客様の要望 

【既存設備の概要】 

 オフィスビル 

 ビル用マルチ（スーパーモジュールマルチシステム） 室外機ベース 15 台 

 室内機 35 台 （４方向天カセタイプ） 

【お客様の要望】 

 6 階：内装材接着剤系のにおいや醤油のようなにおい 

 8 階：たばこ臭がする 

 どうなっているのか、製品に何か問題があるのでは？ 

 

２．提案した解決策 【原因の特定】 

 室内機の構成部品に、運転中に化学変化等を伴い、においを発生するような部  

 品や素材を使用していたとすれば、発生するにおいは各フロア同じであり、同様 

 の事例は全国で発生するはずであるが、 

① 各フロア、スペースで発生するにおいが異なる 

② 同様の事例は全国規模での発生はない 

ことから、発生源は室内機ではなく設置場所ごとに発生している異なるにおいの

素が室内機に付着し、運転中に飛散したものと考えられる。飛散のメカニズムは

次頁参照。 

 

【提案した解決策】 

① フィン洗浄 

② においのもとの排除 

 

３． 得られた成果とお

客様の評価 

【成果】 

 ほとんど臭いが無くなり、快適性がアップした。 

【お客様の評価】 

 最初はお客様のお怒りは大きかったが、提案した解決策の実施によりほとんど臭 

 いがとれ、良くなり喜ばれた。 

 

４．今後の課題と展開 【今後の展開】 

 臭いの原因についてメカニズムを簡単に説明し、どうしてこのようになるかをご理

解していただくため、その説明の仕方を更に検討する必要がある。 

 

                                                                              

 

 

設置環境の改善 顧客の信頼回復 



 

 

 


